
  

水稲疎植栽培と短期育成苗を組み合わせた省力低コスト栽培法の確立 

安田英樹・宮下武則・福島 淳・山田千津子 

香川県農業試験場研究報告 第 58 号（2006 年 3 月）  ９−１８ 

稲作の省力・低コスト化を図るため、育苗期間を稚苗より約１週間短縮した短期育成苗を用い、㎡当たり

裁植密度が１１～１５株（条間３０㎝、株間約２２．５～３０㎝）の疎植栽培について検討した。 

１．稚苗を用いた場合、疎植の出穂期および成熟期は標準植（株間１５㎝）より１日程度遅れるが、収量

や玄米の外観品質、蛋白質含有率は、標準植との差は見られなかった。 

２．短期育成苗を用いた疎植栽培では、稚苗の標準値と比べ出穂、成熟期が１～２日遅れるが、収量およ

び品質は、同等であった。 

３．株間３０㎝の疎植に必要な育苗箱数は、標準植の約６割の１０a 当たり１０枚程度となり、育苗箱数

の減少によるコストの削減と苗運搬労力等の低減が可能であった。さらに、短期育成苗を用いることに

より、一層の省力化が図れると推定できた。 

４．緩効性肥料による基肥全量施用は、速効性肥料の分施に比べ低収となったが、育苗期間および裁植密

度による差異はなかった。短期育成苗の疎植栽培において緩効性肥料を基肥全量施用することで一層の

省力化が図れると推定できた。 

５．株間を３０㎝程度とするためには、疎植対応田植機を用いる必要がある。一般的な田植機を用いる場

合は、最大株間（多くは２３㎝程度）に設定することにより、裁植密度に応じた省力化、低コスト化を図

れると推定できた。 
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